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外国人観光客誘致
増え続ける外国人観光客を呼び込め！
第３セクターの決算状況

特集

５月 23 日　新得中学校大縄跳び、気持ちをひとつに “ジャ〜ンプ”

運動会、体育祭シーズン到来！
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外国人観光客誘致

増え続ける外国人観光客を呼び込め！

観
光
入
込
客
数
、
訪
日
外
国
人
来

道
客
数
と
も
に
過
去
最
高

　

北
海
道
の
観
光
入
込
客
数
（
邦
人
＋
外
国

人
）
は
、
平
成
25
年
度
に
は
、
５
３
１
０
万

人
（
前
年
度
比
４・２
％
）
と
な
り
、
過
去

最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
増
加
傾
向
に
あ
る
訪
日
外
国
人
来

道
者
数
は
、
１
１
５
万
３
１
０
０
人
（
前
年

度
比
45
・
９
％
増
）
と
は
じ
め
て
１
０
０
万

人
を
超
え
過
去
最
高
を
記
録
し
、
日
本
全
体

の
訪
日
外
客
数
１
０
９
８
万
人
の
約
１
割
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
観
光
庁
が
発
表
し
た
２
０
１
４
年
の
訪
日

外
国
人
消
費
動
向
調
査
に
よ
る
と
、
訪
日

外
国
人
１
人
当
た
り
の
旅
行
支
出
は
、
前

年
（
13
万
６
６
９
３
円
）
比
10
・
６
％
増
の

15
万
１
１
７
４
円
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
年

間
の
平
均
値
と
し
て
は
過
去
最
高
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
増
え
続
け
る
外
国
人
観
光
客
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
て
町
の
活
性
化
に
活
か
す
た
め

年度 年度 年度 年度

訪
日
外
国
人
来
道
者
数
（
人
）
※
折
れ
線
グ
ラ
フ

北
海
道
観
光
入
込
客
数
（
万
人
）
※
棒
グ
ラ
フ

サ
ホ
ロ
エ
リ
ア
に
多
く
の
観
光
客

が
多
く
訪
れ
て
い
ま
す
。ク
ラ
ブ
メ
ッ
ド
は
、

ス
タ
ッ
フ
の
半
数
以
上
が
外
国
人
。
ま
た
、

バ
カ
ン
ス
を
楽
し
む
た
め
長
期
滞
在
す
る
外

国
人
が
多
く
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
来
道
者
数
が
増
え
て
い
る
現
状
を
受
け
、

ク
ラ
ブ
メ
ッ
ド
で
は
利
用
者
の
増
加
を
見
込

ん
で
４
年
ぶ
り
に
夏
季
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

７
月
３
日
か
ら
の

100
日
間
に
多
く
の
観
光
客

の
訪
問
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
外
国
人
観
光
客
の
消
費
単
価
は
、
邦
人
客

に
比
べ
て
高
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
市
街

地
へ
呼
び
込
み
、
町
内
消
費
を
促
す
こ
と
で

経
済
効
果
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

新
得
町
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

ば
良
い
の
か
が
わ
か
ら
な
い
人
が
い
ま
す
。

そ
ん
な
人
や
ま
だ
新
得
に
来
て
間
も
な
い
町

内
各
観
光
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
に
【
新
得
の
魅

力
を
体
験
】
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
渓
流
下
り
な
ど
の
自
然
体
験
や
、

新
得
の
特
産
品
、
居
酒
屋
な
ど
新
得
町
の
魅

力
や
資
源
を
自
ら
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
こ
の
体
験
を
通
し
て
、
ど
こ
が
素
敵
か
、

何
が
で
き
る
か
感
じ
た
ま
ま
に
ス
タ
ッ
フ
は

宿
泊
客
へ
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
情
報
が
伝

わ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

町
が
目
指
す
も
の
と
は
？

選
ば
れ
る
ま
ち
新
得
町
へ

　
何
か
ご
意
見
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
産

業
課
観
光
係
（
64
ー
０
５
２
２
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

ス
ノ
ー
ト
ラ
ベ
ル
エ
キ
ス
ポ
の
際
、
海
外

の
方
々
が
感
じ
た
“
新
得
町
の
あ
た
た
か

さ
”、“
お
も
て
な
し
の
心
”
は
、
新
得
町
に

と
っ
て
誇
り
に
す
べ
き
財
産
で
す
。

　
こ
の
財
産
を
ど
う
活
か
し
、
持
続
さ
せ
て

い
く
の
か
、
ど
う
発
展
さ
せ
て
い
く
べ
き
か

は
、
町
内
商
店
・
飲
食
店
の
み
な
さ
ま
を
は

じ
め
、
町
民
の
方
々
の
協
力
が
と
て
も
大
切

で
す
。

　
広
い
世
界
の
中
で
“
選
ば
れ
訪
れ
て
も
ら

え
る
ま
ち
新
得
町
”
を
町
民
全
員
で
つ
く
り

あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

町民の皆さんの協力で大成功をおさめたスノートラベルエキスポ

　
町
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、【
観
光
客
が

あ
ふ
れ
る
活
気
あ
る
ま
ち
】、【
選
ば
れ
訪
れ

て
も
ら
え
る
ま
ち
】で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

「
新
得
町
を
知
っ
て
も
ら
い
、
好
き
に
な
っ

て
も
ら
う
こ
と
」
が
必
要
で
す
。

　
観
光
客
の
多
く
が
訪
れ
て
い
る
サ
ホ
ロ
エ

リ
ア
か
ら
ど
う
観
光
客
を
市
街
地
へ
波
及
さ

せ
て
い
く
か
、
ど
う
観
光
客
へ
情
報
発
信
し

て
い
く
か
が
大
切
と
な
っ
て
き
ま
す
。
新
得

の
魅
力
発
信
の
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
今
年
３
月
に
開
催

さ
れ
た
海
外
の
旅
行
会
社
や
マ
ス
コ
ミ
関
係

者
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン

ト
の
「
ス
ノ
ー
ト
ラ
ベ
ル
エ
キ
ス
ポ
」
で
も

町
民
の
方
々
の
協
力
が
あ
っ
て
、
大
成
功
で

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

誘
導
し
て
い
く
か
で
す
。
一
般
的
に
施
設
内

滞
在
者
が
多
い
サ
ホ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
や
ク
ラ
ブ

メ
ッ
ド
か
ら
市
街
地
へ
下
り
て
い
き
た
く
て

も
交
通
手
段
が
乏
し
い
の
が
現
状
で
す
。

　
交
通
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
サ
ホ
ロ
エ

リ
ア
滞
在
者
及
び
サ
ホ
ロ
エ
リ
ア
を
目
指
す

人
を
対
象
と
し
て
【
サ
ホ
ロ
エ
リ
ア
観
光
循

環
バ
ス
】
を
運
行
し
、
新
得
駅
・
サ
ホ
ロ
リ

ゾ
ー
ト
・
ク
ラ
ブ
メ
ッ
ド
を
結
び
、
観
光
客

の
循
環
を
図
り
ま
す
。

　
市
街
地
か
ら
サ
ホ
ロ
エ
リ
ア
へ
訪
れ
る
機

会
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
方
々
に
も

サ
ホ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
や
ク
ラ
ブ
メ
ッ
ド
を
訪
れ

て
も
ら
い
、
そ
の
魅
力
を
持
ち
帰
り
、
家
族

や
親
戚
、
友
だ
ち
へ
と
町
内
外
へ
情
報
を
発

信
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ホ
ロ
エ
リ
ア
か
ら
来
る
外
国
人

観
光
客
が
気
兼
ね
な
く
店
を
訪
れ
て
も
ら
え

る
よ
う
外
国
人
観
光
客
及
び
ク
ラ
ブ
メ
ッ
ド

ス
タ
ッ
フ
向
け
に
【
外
国
語
版
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
】
を
作
成
し
、
市
街
地
へ
訪
れ
や
す
い

環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

　
観
光
客
の
中
に
は
新
得
町
を
体
験
し
た
い

け
ど
、
何
を
す
れ
ば
良
い
か
、
ど
こ
に
行
け

観光バスで観光客を循環

外国人向けに情報提供

　
近
年
、
日
本
に
観
光
で
訪
れ
る
外
国
人
が

急
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
円
安
に
よ
る
割
安
感
や
チ
ャ
ー

タ
ー
便
や
直
行
便
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
、
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
短
期
滞
在
の
査
証

免
除
（
ビ
ザ
免
除
）
措
置
が
と
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
ア
ジ
ア
人
観
光
客
が
増
え
、
全
体
と

し
て
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
外
国
人
観
光
客
の
増
加
を
新
得
町
の

観
光
の
活
性
化
、
経
済
の
活
性
化
に
活
か
す

た
め
に
町
を
挙
げ
て
、
外
国
人
観
光
客
を
呼

び
込
も
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
ス
ノ
ー
ト
ラ
ベ
ル
エ
キ
ス
ポ

　
３
月
３
日
〜
５
日
の
３
日
間
サ
ホ
ロ
リ

ゾ
ー
ト
で
開
催
。
ア
メ
リ
カ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
な
ど
14
カ
国
の
旅
行
会
社
や
マ
ス
コ
ミ
関

係
者
に
北
海
道
の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
や
ス

キ
ー
場
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
た
イ
ベ
ン
ト
。

　
ま
た
、
旅
行
会
社
や
観
光
団
体
な
ど
と
の

商
談
会
や
町
民
の
皆
さ
ん
が
講
師
と
な
っ

た
、
生
花
体
験
や
押
し
花
体
験
、
町
内
飲
食

店
で
の
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
体
験
、
共
働
学
舎

や
そ
ば
の
館
な
ど
が
含
ま
れ
た
視
察
も
行
わ

れ
、
十
勝
の
冬
の
魅
力
や
新
得
の
魅
力
も
Ｐ

Ｒ
し
た
。

　
町
民
一
人
ひ
と
り
が
「
新
得
を
訪
れ
る
人

を
お
も
て
な
し
す
る
気
持
ち
」
を
持
ち
、「
新

得
を
訪
れ
る
人
を
受
け
入
れ
る
た
め
に
大
切

な
こ
と
」
を
考
え
、
行
動
を
起
こ
す
大
切
な

機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

参
加
し
た
海
外
の
方
々
か
ら
は
、「
町
を
挙

げ
た
歓
迎
に
と
て
も
感
動
し
た
」、「
新
得
町

の
み
な
さ
ま
の
歓
迎
は
本
当
に
心
温
ま
る
も

の
で
新
得
町
が
大
好
き
に
な
っ
た
」、「
ま
た

絶
対
に
新
得
町
を
訪
れ
た
い
」
等
数
々
の
声

を
聞
き
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
目
指
す
２
つ
の
【
ま
ち
】。
ま

ず
そ
れ
ら
を
目
指
す
の
に
必
要
な
の
は
新
得

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
町
の
魅
力
や

素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
新
得
を
好

き
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
サ

ホ
ロ
エ
リ
ア
か
ら
市
街
地
へ
ど
う
観
光
客
を

○北海道観光入込客数と訪日外国人来道者数の推移
に
も
町
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

新
得
町
の
平
成
25
年
度
の
観
光
客
数

は
、
93
万
２
８
０
０
人
、
外
国
人
観
光
客
は

１
万
６
６
４
１
人
と
な
っ
て
お
り
、
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

新
得
町
で
多
く
の
外
国
人
観
光
客
が
訪
れ

る
場
所
は
、「
サ
ホ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
」
と
「
ク

ラ
ブ
メ
ッ
ド
北
海
道
」
を
含
む
サ
ホ
ロ
エ
リ

ア
で
す
。

　
サ
ホ
ロ
リ
ゾ
ー
ト
は
、
北
海
道
で
も
人
気

の
高
い
ス
キ
ー
場
で
あ
り
、
外
国
人
観
光
客

道内 道外 外国人

○観光消費単価（円）

「第５回北海道観光産業経済効果調査」より
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（株）新得町畜産振興公社

　
（
株
）
新
得
観
光
振
興
公
社
は
、
国
民
宿
舎
東
大

雪
荘
の
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
集
客
増
と
売
上
達
成
に
向
け
高

齢
者
の
自
宅
送
迎
な
ど
営
業
努
力
を
重
ね
ま
し
た

が
、
消
費
税
増
税
や
原
油
高
騰
な
ど
で
、
宿
泊
客
数

は
前
年
度
比
96
・
５
％
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
に
入
り
、
道
内
で
も
原
油
安
の
追
い
風
も
あ

り
景
気
回
復
の
見
通
し
に
加
え
、
外
国
人
宿
泊
客

の
増
加
も
あ
り
、「
温
泉
」、「
自
然
観
光
」、「
食
事
」

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
く
つ
ろ
ぎ
を
体
験
し
て
い
た
だ

く
温
泉
と
し
て
の
価
値
向
上
を
目
指
し
集
客
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
（
株
）
新
得
町
畜
産
振
興
公
社
は
、
町
営
育
成

牧
場
の
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
町
内
預
託
牛
を
適
正
に
飼
養

管
理
す
る
た
め
、
作
業
機
械
や
採
草
地
の
更
新
を

行
い
、
放
牧
で
１
２
６
４
頭
、
舎
飼
１
０
６
５
頭
、

ほ
育
687
頭
（
い
ず
れ
も
一
日
平
均
）
の
預
託
実
績

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
放
牧
１
３
３
０
頭
、
舎
飼

１
６
５
５
頭
、
ほ
育
669
頭
の
預
託
を
計
画
。
牧
場

整
備
で
は
、
貯
水
槽
増
設
工
事
や
作
業
機
械
の
更

新
を
計
画
し
、
預
託
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

（株）新得観光振興公社

貸借対照表 損益計算書
自平成 26 年４月 1 日

平成 27 年 3 月 31 日現在　　　　　　　　　　　　（単位：円） 至平成 27 年３月 31 日（単位：円）
資産の部 負債の部 売上高 287,585,823

流動資産 94,252,977 流動負債 25,148,433 売上原価 139,722,358
 現金・預金 37,865,458  未払金 19,912,398 一般管理費 146,550,808
 売掛金 30,749,874  預り金 88,685 営業損失 1,312,657
 未収入金 1,640,691  未払法人税等 5,147,350 営業外収益 6,431,250
 立替金 59,292 営業外費用 1,041,695
 未収入法人税等 0 固定負債 59,743,428 経常利益 6,702,212
 貯蔵品 23,973,662  退職給付引当金 1,291,538 特別利益 2,405,702

 長期借入金 52,931,362 特別損失 1,950,000
  長期未払金 5,520,528 税引前当期純利益 7,157,914
 負債合計　 84,891,861 法人税等 2,196

純資産の部 当期純利益 7,155,718
固定資産 39,963,447 資本金 10,000,000 前期繰越利益 32,222,679
 有形固定資産 39,737,537 剰余金 39,378,397 当期未処分利益 39,378,397
 投資等 225,910 うち当期利益 7,155,718  
繰延資産 53,834
 施設負担金 53,834 純資産合計 49,378,397
資産合計 134,270,258 負債・純資産合計 134,270,258

貸借対照表 損益計算書
自平成 26 年４月 1 日

平成 27 年 3 月 31 日現在　　　　　　　　　　　　（単位：円） 至平成 27 年３月 31 日（単位：円）
資産の部 負債の部 売上高 124,188,147

流動資産 31,098,197 流動負債 11,580,135 売上原価 32,318,361
 現金・預金 22,494,820  買掛金 2,776,432 販売費及び一般管理費 115,707,048
 売掛金 1,725,828  未払金 5,703,529 営業利益 △ 23,837,262
 商品 2,879,043  未払法人税等 415,000 営業外収益 4,786,380
 貯蔵品 578,204  未払消費税 1,590,100 営業外費用 125,438
 原材料 2,555,678  前受金 149,980 経常利益 △ 19,176,320
 未収入金 864,624  預り金 946,094 特別利益 30,364,250

税引前当期純利益 11,187,930
固定資産 6,337,447 固定負債 72,450 法人税等 415,000
 有形固定資産 6,265,659  長期未払金 72,450 当期純利益 10,772,930
 投資等 71,788

負債合計 11,652,585
純資産の部

資本金 10,000,000
剰余金 15,783,059  

 純資産合計 25,783,059
資産合計 37,435,644 負債・純資産合計 37,435,644

第３セクターの決算状況
　町が出資している法人で出資割合が 50％を超える法人の決算について、
平成 26 年度の貸借対照表と損益計算書を掲載します。

用語解説
・流動資産
　通常１年以内に現金化、費用化が
　できるもの
・流動負債
　１年以内に支払いの期限が到来す
　る債務のこと
・固定負債
　１年以上先に支払い期限が到来す
　る債務のこと
・剰余金
　会社の純資産額が法定資本（資本
　金など）を超えた金額
・純資産合計
　資本金と剰余金の合計
・当期未処分利益
　まだ使途を確定していない利益の
　ことで、繰越利益、積立金の取り
　崩し額など、当期、　前期関係なし
　に利益となり得るものをすべて当
　期純利益に足したもの。

私は「起きたら朝日を浴びてスッキリ朝を迎える」「体重が増えたらすぐに

わかるように１日２回体重測定」を実践しています。 （町保健師）

健康目標を４つ達成したら ０００円分のスマイルチケットと交換できるしんとく☆健康ポイ

ントラリー。昨年は１４０名が達成！４つの目標のうちの つ「健康のための目標をたてて、

３ヶ月続ける」を達成したみなさんはこんなことを実践しました。できそうなことから始め、

からだやこころによい変化が出ています。

体調がすこぶるよい。これからは

筋力トレーニングをやりたい。 

３ヶ月で２㎏減った。

これからも続けたい。

基礎代謝がよくなった。これからは

休甘（かん）日をつくり、甘い物を

控えたい。

運動不足解消になった。冬も天気が

良い日は歩いて外出しようと思う。

「健診結果が悪かった」「血圧が上がった」「体重が増えた」

いざ生活習慣を見直したくても・・・

そんな時は、今やっている事を少し

工夫してみてはどうでしょうか？

しんとく☆健康ポイントラリーをきっかけに始めてみませんか？
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屈足中学校体育祭
5/30

新得小学校運動会

6/6

6/7

富村牛小中学校大運動会

5/30

　新得町の参加率は63.7％（4,109 人）、対戦相手の鹿児島県南大隈町は
57.2％という結果で、見事勝利！！
　しかし、今年の目標としていた65％には及ばず、昨年比0.9ポイント減（153
人減）でした。
　日頃から運動を習慣づけ、健康な体をつくりましょう。

見事！勝利！Vチャレンジデー
5/27

ノルディックウォーキング パークゴルフ交流歩こう、走ろう会

ビーバー12時間駅伝

ゴミ拾いウォーキング ボクササイズ講座

ミニバレーの集い

だれでもヨガ講座

ラジオ体操（屈足）

ラジオ体操（新小）

ラジオ体操（なごみ）

屋内パークゴルフ

屈足スポーツの集い 新得山の魅力再発見 卓球交流

新得中学校体育祭

屈足南小学校運動会
6/6
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ボランティア清掃活動、「人権の花」運動花苗等贈呈式　ほか

8

新得消防団創設 100 周年記念式典、新得・屈足消防団消防演習

　

住
み
よ
く
、
き
れ
い
な
ま
ち
新
得
に

し
て
い
こ
う
と
、
事
業
所
な
ど
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
５
月
１
日
に
は
、
岩
野
建
設
（
岩
野

光
一
社
長
）
の
職
員
15
人
が
、
道
道
新

得
停
車
場
線
（
駅
前
通
り
）
歩
道
な
ど

の
草
取
り
や
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
５
月
13
日
に
は
、
帯
広
信
金

新
得
支
店
（
坂
下
政
義
支
店
長
）
の
職

員
８
人
が
、
拓
鉄
公
園
付
近
の
本
通
と

新
得
６
号
線
道
路
の
ご
み
拾
い
を
行
い

ま
し
た
。 

　
５
月
28
日
に
は
、
屈
足
わ
か
ふ
じ
園

（
桑
原
隆
俊
施
設
長
）
職
員
互
助
会
（
福

田
慎
太
郎
会
長
）
の
11
人
が
道
道
帯
広

新
得
線
と
町
道
屈
足
22
号
で
ご
み
拾
い

を
行
い
ま
し
た
。
毎
月
、
様
々
な
方
法

で
地
域
へ
の
貢
献
活
動
を
続
け
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

道
端
に
ゴ
ミ
の
無
い
気
持
ち
良
い
ま
ち
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動

帯広信金新得支店職員

岩野建設職員  屈足わかふじ園職員

国
道
を
色
鮮
や
か
に

32
団
体
200
人
が
花
の
一
斉
植
栽

　

町
内
で
は
、
至
る
と
こ
ろ
で
色
と
り

ど
り
の
き
れ
い
な
花
が
咲
き
誇
り
、
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
町
内

会
や
個
人
に
街
の
美
化
活
動
が
定
着
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
年
で
11
回
目
を
迎
え
た
花
の
一
斉

植
栽
「
国
道
38
号
線
環
境
美
化
活
動
」

が
６
月
３
日
、
町
公
民
館
か
ら
道
道
帯

広
新
得
線
ま
で
の
国
道
沿
い
約
１
㌔
の

区
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
新
得
町
花
と
道
の
会
」（
安
倍
範
夫

会
長
）
が
中
心
と
な
り
、
町
内
会
や
事

業
所
な
ど
か
ら
、
今
年
は
32
団
体
の

200

人
が
国
道
の
両
側
に
あ
る
41
の
植
栽
マ

ス
に
、
黄
色
い
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
（
車

道
側
）
と
赤
い
サ
ル
ビ
ア
（
歩
道
側
）

そ
れ
ぞ
れ
３
３
３
２
株
ず
つ
の
苗
を
植

え
ま
し
た
。

日
頃
の
成
果
を
披
露

新
得
・
屈
足
消
防
団
消
防
演
習

　

５
月
20
日
、
新
得
消
防
団
（
廣
瀬
顯

時
嗣
団
長
）
の
消
防
演
習
が
行
わ
れ
、

団
員
44
人
が
出
動
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
５
月
25
日
に
は
、
屈
足
消
防

団
（
竹
浦
隆
団
長
）
の
消
防
演
習
が
行

わ
れ
、
団
員
33
人
が
出
動
し
ま
し
た
。

　
新
得
消
防
団
の
演
習
で
は
、
小
隊
訓

練
が
行
わ
れ
、
岩
倉
弘
行
部
長
の
指
示

の
も
と
、
団
員
が
き
び
き
び
と
し
た
行

進
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、「
日
本
消
防
協
会
長
表

彰
」
勤
続
章
が
岩
倉
弘
行
部
長
に
伝
達

さ
れ
、「
町
長
・
西
十
勝
消
防
組
合
管
理

者
表
彰
」
と
し
て
廣
瀬
顯
嗣
団
長
以
下

５
人
に
勤
続
表
彰
、
今
井
崇
敬
部
長
以

下
８
人
に
精
勤
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
屈
足
消
防
団
の
演
習
で
は
、
小
隊
訓

練
や
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
が
行
わ
れ
、
大

澤
亮
子
部
長
の
指
示
の
も
と
、
き
び
き

び
と
し
た
行
進
が
披
露
さ
れ
、
ポ
ン
プ

操
法
訓
練
で
は
、
千
葉
照
映
団
長
、
星

野
黒
繁
俊
団
長
の
指
示
の
も
と
２
隊
の

訓
練
の
成
果
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、「
日
本
消
防
協
会
長
表

彰
」
功
績
章
が
竹
浦
隆
団
長
に
伝
達
さ

れ
、「
町
長
・
西
十
勝
消
防
組
合
管
理
者

表
彰
」
と
し
て
竹
浦
隆
団
長
以
下
４
人

に
勤
続
表
彰
、
秋
山
和
美
班
長
以
下
２

人
に
精
勤
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
閉
会
後
に
は
７
月
17
日
に
江

別
市
で
開
催
さ
れ
る
北
海
道
消
防
操
法

訓
練
に
参
加
す
る
５
人
に
よ
る
展
示
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新得消防団　小隊訓練屈足消防団　ポンプ操法訓練北海道消防操法訓練大会出場隊展示

  

思
い
や
り
の
心
を
育
む       

「
人
権
の
花
」
運
動
花
苗
等
贈
呈
式

　

平
成
27
年
度
「
人
権
の
花
」
運
動
（
帯

広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
、
釧
路
地
方

法
務
局
帯
広
支
局
主
催
）
の
対
象
校
と

し
て
屈
足
南
小
学
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
人
権
の
花
」
運
動
は
、
児
童
ら
が
協
力

し
合
っ
て
花
を
栽
培
す
る
こ
と
を
通
じ

て
、
児
童
の
情
操
を
よ
り
豊
か
に
し
、

命
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
の
心
を
育
む

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
５
月
20
日
に
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、

児
童
会
の
西
田
魅
美
会
長
を
は
じ
め
、

５
人
が
参
加
し
、
佐
々
木
裕
二
委
員
か

ら
目
録
と
花
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
さ
れ
た
花
は
、
全
校
児
童
で
世

話
を
し
、
９
月
に
は
写
生
会
も
行
わ
れ

る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

佐々木裕二委員（左）と児童会の５人

新得幼稚園の園児も植栽

◎
感
謝
状
贈
呈
者

【
勤
続
20
年
以
上
団
員
婦
人
】

廣
瀬
昌
代
・
相
馬
知
加
子
・
今
井
友
子
・

石
川
京
子
・
関
口
太
得
子
・
岩
倉
由
子
・

浦
山
佐
智
代
・
坂
東
さ
と
み
・
千
葉
由

美
子

【
元
消
防
団
長
】

坂
田
鉄
夫
・
平
川　
勲

【
元
副
団
長
】

渡
辺
貞
夫
・
佐
藤
豊
夫
・
菊
地
康
雄

【
元
消
防
団
後
援
会
長
】

片
桐　
直

写真上：片桐さん
写真左上　左から平川さん、渡
辺さん、佐藤さん、菊地さん
写真左：左から廣瀬さん、石
川さん、浦山さん

ま
ち
を
守
り
続
け
て
一
世
紀

新
得
消
防
団

創
設
１
０
０
周
年
記
念
式
典

　

創
設

100
周
年
を
迎
え
た
新
得
消
防
団

（
廣
瀬
顯
嗣
団
長
）
の
記
念
式
典
・
祝
賀

会
が
５
月
20
日
、
町
公
民
館
で
来
賓
・

関
係
者
ら

113
人
を
迎
え
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
式
典
で
廣
瀬
団
長
は
「
先
輩
団
員

の
弛
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
現
在
の
新
得

消
防
団
に
至
っ
て
き
て
い
る
。

100
周
年

を
機
と
し
て
消
防
団
の
活
性
化
と
更
な

る
充
実
強
化
を
し
て
い
く
」
と
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
勤
続
20
年
以
上
の
団
員
婦
人

９
人
、
元
消
防
団
長
及
び
副
団
長
５
人
、

元
消
防
団
後
援
会
長
１
人
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
式
典
に
続
く
祝
賀
会

で
は
、
同
消
防
団
創
設
当
時
か
ら
の
歴

史
を
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ

れ
た
写
真
で
振
り
返
る
な
ど
和
や
か
な

ム
ー
ド
の
中
、

100
年
の
節
目
を
祝
っ
て

い
ま
し
た
。

式辞を述べる廣瀬団長
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第 15 回新得神社山桜まつり、新四国八十八ヶ所お山開き　ほか

10

北海道電力（株）岩松発電所運転停止、新得町ＰＴＡ研究大会　ほか

ひ
と
こ
と
手
話
講
座

　
〜
N
o
.

12
〜

○
講
演
［
す
る
］

右手甲に右肘をの
せ、指を伸ばして
立てた右手を前後
に動かす

「
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
出
版

『
わ
た
し
た
ち
の
手
話　
学
習
辞
典
』よ
り
」

80
年
以
上
の
歴
史
を
継
承

  

新
四
国
八
十
八
ヶ
所
お
山
開
き

　

新
得
山
新
四
国
八
十
八
ヶ
所
・
一
畑

薬
師
保
存
会
（
古
川
盛
会
長
）
が
5
月

21
日
、
新
得
山
新
四
国
八
十
八
ヶ
所
で

「
お
山
開
き
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
法
要

に
お
詣
り
し
、
護
符
の
お
餅
を
も
ら
い
、

さ
っ
そ
く
八
十
八
ヶ
所
の
山
巡
り
へ
出

発
す
る
人
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
所
は
、
昭
和
６
年
に
脇
タ
ネ
氏
が

四
国
八
十
八
ヶ
所
の
砂
を
持
ち
帰
り
、

石
仏
一
体
一
体
の
下
に
埋
め
新
得
の
地

で
も
四
国
八
十
八
ヶ
所
の
巡
礼
が
で
き

る
よ
う
に
と
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、

多
く
の
方
が
来
ら
れ
る
新
得
町
の
歴
史

的
文
化・風
土
と
な
っ
て
お
り
、一
時
期
、

そ
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
有

志
の
方
の
保
存
継
続
の
努
力
で
歴
史
が

継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
晴
天
の
も
と
お
花
見       

   
第
15
回
新
得
神
社
山
桜
ま
つ
り

　

第
65
回
新
得
神
社
山
桜
ま
つ
り
（
実

行
委
員
会
主
催
）
が
５
月
10
日
、
新
得

神
社
境
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
民
有

志
に
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
風
が
強
く
、
桜
も
ピ
ー
ク

を
す
ぎ
た
中
で
の
開
催
で
し
た
が
、
晴

天
に
恵
ま
れ
、
会
場
で
は
い
た
る
と
こ

ろ
で
シ
ー
ト
を
広
げ
て
焼
き
肉
を
楽
し

む
人
々
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
で
は
、
新
得
・
屈
足
両
中
学

校
と
新
得
高
校
吹
奏
楽
部
の
合
同
演
奏

や
新
得
音
頭
保
存
会
と
幼
稚
園
児
の「
新

得
音
頭
」、
カ
ラ
オ
ケ
、
旅
人
宿
ド
ラ
ム

館
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
が
行
わ
れ
、
最

後
は
お
楽
し
み
抽
選
会
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

子
ど
も
の
学
力
向
上
に
適

し
た
環
境
を       

新
得
町
全
町
教
育
推
進
本
部
講
演
会

兼
新
得
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会

　

５
月
16
日
、
新
得
町
全
町
教
育
推
進

本
部
講
演
会
兼
新
得
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大

会
が
公
民
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
約
80
人
が
参
加
。
学
び
を
楽
し
む

子
ど
も
を
育
成
す
る
た
め
に
学
校
や
地

域
の
を
つ
な
ぐ
「
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
」
を
行
う
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ス

ク
ー
ル
・
ア
ド
バ
イ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
理
事
長
の
生
重
幸
恵
さ
ん
を
講
師
と

し
て
「
こ
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
び
の

た
め
に
」
と
い
う
題
目
で
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
生
重
さ
ん
は
、「
子
ど
も
の
学
力
向
上

に
は
、
そ
れ
に
適
し
た
環
境
が
必
要
。

全
町
を
あ
げ
て
ニ
コ
ニ
コ
で
き
る
、
協

力
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
述
べ
、
多
く
の
参
加
者
は

う
ん
う
ん
と
頷
き
な
が
ら
講
演
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。

熱弁する生重幸恵さん

対
戦
相
手
と
エ
ー
ル
交
換       

鹿
児
島
県
南
大
隅
町
職
員
が
来
庁

　

５
月
27
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
前
に

対
戦
相
手
の
鹿
児
島
県
南
大
隅
町
の
職

員
２
人
が
23
日
、
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
回
役
場
を
訪
れ
た
の
は
、
南
大
隅

町
の
森
田
俊
彦
町
長
か
ら
指
令
を
受
け

た
介
護
福
祉
科
の
水
流
（
つ
る
）
祥
雅

課
長
と
黒
木
譲
史
介
さ
ん
の
２
人
。
水

流
課
長
は
「
う
ち
の
町
長
は
負
け
ず
嫌

い
。
全
体
の
参
加
率
だ
け
で
は
な
く
老

人
ク
ラ
ブ
の
参
加
率
な
ど
も
競
っ
て
み

た
い
。」
と
申
し
入
れ
、
浜
田
正
利
町
長

も
受
け
て
立
つ
構
え
を
見
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
特
産
品

の
交
流
も
希
望
。「
わ
が
町
も
観
光
と
福

祉
を
柱
に
し
て
い
る
の
で
新
得
か
ら
学

ば
せ
て
ほ
し
い
」
と
福
祉
関
連
の
施
設

の
視
察
も
行
い
ま
し
た
。

左から黒木さん、水流課長、浜田町長、岡田課長

　

榎
本
一
次
さ
ん
が
４
月
28
日
、
春
の

褒
章
で
十
勝
管
内
で
は
初
め
て
と
な
る

緑
綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
５
月
15
日
に
は
上
京
し
、
天
皇
陛
下

に
拝
謁
し
、
受
章
者
を
代
表
し
て
御
礼

言
上
し
ま
し
た
。

　
榎
本
さ
ん
は
平
成
３
年
に
通
所
日
帰

り
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
や
す
ら
ぎ
荘

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
っ
て
か
ら
の
24

年
間
、
利
用
者
の
方
々
を
サ
ポ
ー
ト
し

続
け
て
い
ま
す
。

　
榎
本
さ
ん
は
「
25
年
間
、
楽
し
ん
で

や
っ
て
き
た
の
で
続
け
て
こ
れ
た
。
受

章
で
き
る
な
ん
て
思
っ
て
も
い
な
か
っ

た
の
で
大
変
嬉
し
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。　
　

永
年
に
わ
た
り

社
会
奉
仕
活
動
に
尽
力

榎
本
一
次
さ
ん
が
十
勝
管
内
初

の
緑
綬
褒
章
受
章

社
協
新
会
長
に

　
赤
木
英
俊
氏
が
就
任

町
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
改
選

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
が
５
月

１
日
に
開
催
さ
れ
、
平
成
15
年
か
ら
６

期
12
年
間
、
会
長
を
務
め
て
き
た
古
川

盛
氏
が
退
任
し
、
副
会
長
だ
っ
た
赤
木

英
俊
氏
が
新
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
副
会
長
に
は
竹
浦
隆
氏
が
再
任
、
柴

田
み
ね
子
氏
が
新
任
と
な
り
ま
し
た
。

新会長の赤木氏会長を退任された古川氏

　

平
成
25
年
よ
り
工
事
を
進
め
て
い
る

北
電
の
新
岩
松
発
電
所
の
建
設
に
伴
い
、

旧
施
設
の
岩
松
発
電
所
発
電
機
の
運
転

停
止
式
が
５
月
15
日
、
同
所
で
行
わ
れ
、

北
電
や
町
、
工
事
関
係
者
ら
約
20
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
旧
発
電
所
は
昭
和
17

年
１
月
の
運
転
開
始
以
来
、
73
年
も
の

間
、
十
勝
管
内
や
道
内
の
家
庭
に
供
給

さ
れ
、
26
年
度
の
発
電
電
力
量
は
全
道

の
水
力
発
電
電
力
量
の
2.4
％
を
占
め
て

い
ま
し
た
。

　
停
止
式
で
は
、
同
社
の
藤
井
明
雄
水

力
部
長
が
発
電
機
の
停
止
操
作
を
行
い
、

73
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　
新
施
設
の
運
転
開
始
は
来
年
の
１
月

を
予
定
し
、最
大
出
力
は
１
万
２
６
０
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
か
ら
１
万
６
０
０
０
キ
ロ

ワ
ッ
ト
に
増
強
さ
れ
ま
す
。

73
年
の
歴
史
に
幕

北
海
道
電
力
㈱
岩
松
発
電
所
運

転
停
止

運転停止操作をする藤井水力部長

○
快
晴
、
青
空

交差させた両手の
掌を空に向けて弧
を描いて左右に引
き離す

右手の指先で頬を
撫でるように後へ
はね
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　５月 11 日、13 日の２日間にわたり、屈足南小学校体
育館で第 14 回新得町フロアカーリング交歓大会（町教育
委員会主催）が開催され、25 チーム、60 人を超える町民
が参加し、５ブロックに分かれて決勝トーナメント進出
を目指して熱戦を繰り広げました。
　決勝トーナメントには、各ブロック上位２チームと各
ブロック３位のチームのうち成績上位２チームが進出。
　決勝戦は、「チダクン」（千田稜・大橋祐貴・中村吉克組）
と「アサ＆ミ」（片桐浅夫・片桐美恵子組）の対戦となり、「ア
サ＆ミ」が８対０のストレート勝ちで優勝しました。３
位は AU ＆ docomo（阿部政豈・湯浅和彦組）、４位は屈足
わかふじ園Ｃ（花谷奈緒・那賀島茜・綿谷拓也組）でした。

第 14 回新得町フロアカーリング交歓大会

アサ＆ミが優勝

　今年１回目となる「屈足軽トラ市」（同市友の会主催）
が５月 23 日、屈足総合会館駐車場で開かれ、９時 30 分
の開店と同時にお客さんで賑わいました。
　この日は風が強い中でしたが、晴天に恵まれ、野菜や
植物、日用品など、13 店舗が出店し、町外からもお客さ
んが訪れ、多くの人が買い物を楽しんでいました。
　毎年、地域活性化の一環として有志が集まって開催し
ており、同会場では 10 月 17 日までの間、月１回、計６
回の開催を予定しています。時間は９時 30 分〜 13 時。
　お問い合わせは役場屈足支所（65-2111）まで。

屈足軽トラ市　7 年目オープン

平成 27 年度屈足交通少年団入退団式

新たな力で交通事故防止

　屈足交通少年団（渡邊瑞穂団長）の入退団式が５月８日、
屈足総合会館で開かれ、中学生となって退団する４人と新
たに入団した３人を含む 14 人が出席しました。
　同交通少年団の片桐会長や来賓のあいさつの後、退団
者に記念品が贈られ、代表して青木香恋さんが「屈足交
通少年団の小さな願いが、大きな輪となって交通安全運
動が進められるよう、団員のみんなで頑張って」と後輩
を激励しました。渡邊団長が「団員みんなで、仲良く楽
しく活動していきたい」と決意表明し、最後に、入団者
を代表して大内理瑚さんが「先輩の教えを守り、思いや
りの気持ちを持って交通事故防止に努めます」と誓いの
ことばを述べました。

今年も豊かな学びの場を提供

　３校時目の全校観覧では、平成 25 年度・26 年度と保
育所・幼稚園に来て子どもたちを魅了したパフォーマー
のＫ U ｒ o さんによるジャグリングパフォーマンスが行
われ、児童も助手として参加し、会場は驚きと笑いの声
で包まれていました。
　今回の授業には、地域コーディネーターや保護者、地
域住民ら 75 人が参加し、それぞれの学年の授業のサポ
ートを行いました。
　今年度の「土曜授業」は５回を予定しており、２回目
は８月 22 日に実施となります。地域一般にも公開して
いますので、参加してみてはいかがでしょうか。

　５月 16 日、今年１回目の「土曜授業」が新得小学校
で始まりました。
　１校時目と２校時目は、学年別に授業を実施。１年生は、
コマ回しやけん玉などの遊び方を学ぶ「昔遊び」、２年生
は、パッと絵が変わる絵本をつくる「しかけ絵本づくり」、
３年生は、のこぎりで切った木片などを使っての「木を
使った工作」、４年生は、新得地鶏の卵を使った「特産品
の学習と調理実習」、５年生と６年生は、解剖ばさみを使
ってイカを解剖し、生態を調査する「理科実験」、早く走
るコツを学ぶ「陸上教室」を交代で行いました。

皿
回
し
の
助
手
と
し
て
参
加

昔
遊
び
で
「
け
ん
玉
」
に
挑
戦

新得小学校で今年１回目の「土曜授業」

土づくりなどの基礎を実技で学ぶ
やさしい園芸講座

　５月 24 日、町公民館前でやさしい園芸講座（町花いっ
ぱい運動推進協議会主催）が開かれ、風が強い中でしたが、
晴天に恵まれ、親子連れなど 27 人が参加しました。
　講師には、町花いっぱい運動推進委員会会員のフラワ
ーマスター認定者９人を招き、丈夫な苗の選び方から土
づくりや肥料、花の管理まで実技をとおして基礎から指
導を受けました。
　町花いっぱい運動推進委員会では、６月から 10 月まで
の期間、町内の花壇の植栽と管理を行っており、現在会
員を募集しています。

未来に向かって大きく育て

　５月 24 日、町屈足の町有林内でコープ未来（あした）
の森づくり植樹祭（生活協同組合コープさっぽろ主催）
が開かれ、約 70 人が参加しました。
　この事業は道の「カーボンオフセット型森林づくり制
度」を活用し、コープ札幌と新得町が森林整備協定を結
んで森林づくりを進める一環として行われたもので、今
回はカラマツの苗３００本を記念植樹しました。
　今後、２０２３年までの９年間で１６００本のカラマ
ツの植樹と下草刈りを予定しています。

コープ未来（あした）の森づくり植樹祭

新緑の森の中で健脚を競う

　100 年前に造られた旧狩勝線の線路跡と林道を走る大
会「狩勝トレイルランニング」が５月 17 日、狩勝高原で
開かれ、過去最多の 218 人が出場しました。
　新得町の歴史遺産の保存活用を進める NPO 法人旧狩勝
線を楽しむ会や加森観光サホロ事業部などで作る実行委
員会が主催し５回目の開催となりました。　朝から雨が
降ったりやんだりで、スタート直前には激しい風と雨が
降り始め、途中で晴れ間が見えるといった天候が目まぐ
るしく変わる日でした。
　20km、12km、４km の３部門で実施され、道内外から参
加したランナーは旧新内駅跡をスタートし、歴史のある
橋やレンガ造りのトンネルなど、鉄道史跡や景観を楽し
みながら健脚を競いました。

2015 狩勝トレイルランニング
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「
夏
は
牛
飼
い
、
冬
は
馬
車
で
山
に
行
っ

て
の
出
稼
ぎ
の
仕
事
を
し
て
い
た
の
さ
。

女
房
を
も
ら
っ
て
か
ら
徐
々
に
農
地
と
牛

を
増
や
し
て
い
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
貧
乏
百

姓
だ
っ
た
か
ら
牛
舎
や
サ
イ
ロ
な
ど
は
自

分
で
建
て
た
よ
」
と
話
す
。

　
29
歳
の
時
に
町
内
に
住
む
民
子
さ
ん
と

結
婚
し
て
２
人
の
男
の
子
に
恵
ま
れ
た
。

　
本
人
は
「
お
だ
ち
者
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う

ね
」
と
笑
い
な
が
ら
話
す
が
、
昭
和
44
年

か
ら
農
協
の
役
員
、
昭
和
58
年
か
ら
は
町

議
会
議
員
と
し
て
、
平
成
７
年
か
ら
は
議

長
と
し
て
活
躍
し
た
ほ
か
、
十
勝
町
村
議

会
議
長
会
会
長
や
新
得
町
手
を
つ
な
ぐ
親

の
会
会
長
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
会
長
な

ど
様
々
な
要
職
を
歴
任
し
た
。

「
37
、
８
歳
の
時
に
農
業
委
員
会
選
挙
に

出
ろ
っ
て
言
わ
れ
て
ね
、
そ
れ
は
断
っ
た

ん
だ
け
ど
、
そ
の
う
ち
に
農
民
連
盟
の
役

員
に
な
れ
っ
て
言
わ
れ
て
、
や
ら
せ
て
も

ら
う
こ
と
に
な
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
そ
ん
な

こ
ん
な
で
40
歳
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
で

農
協
の
役
員
に
な
る
こ
と
に
な
っ
て
さ
。

町
議
会
議
員
も
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
け

ど
、
学
歴
も
な
い
の
に
こ
こ
ま
で
や
ら
せ

て
も
ら
っ
た
の
は
、
人
と
人
の
縁
だ
っ
た

り
、
周
り
の
み
ん
な
の
お
か
げ
だ
よ
ね
。

　
で
も
、
遊
ぶ
の
も
遊
ん
だ
け
ど
、
働
く

「
五
反
百
姓
で
始
ま
っ
て
か
ら
、
簡

単
に
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
わ
け
じ

ゃ
な
い
。
苦
労
し
な
が
ら
も
み
ん
な
の
協

力
が
あ
っ
た
か
ら
乗
り
越
え
て
こ
れ
た
。

な
ん
で
も
無
我
夢
中
に
な
っ
て
や
っ
て
き

た
よ
」
と
話
す
の
は
、
今
年
の
４
月
に
８

期
32
年
間
勤
め
た
町
議
会
議
員
を
勇
退
さ

れ
た
湯
浅
亮
さ
ん
。

　
湯
浅
さ
ん
は
、
上
佐
幌
で
６
人
き
ょ
う

だ
い
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
育
っ
た
。

　
「
尋
常
高
等
小
学
校
に
８
年
間
通
っ
て

い
た
う
ち
の
６
年
間
ぐ
ら
い
は
戦
争
中
だ

っ
た
ん
だ
よ
ね
。
だ
か
ら
ま
と
も
に
授
業

も
受
け
て
な
い
ん
だ
よ
。
そ
の
時
に
町
内

に
住
む
在
郷
軍
人
の
訓
練
が
10
日
間
ぐ
ら

い
あ
っ
て
、
ど
う
い
っ
た
手
続
き
で
そ
う

な
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
ん
だ
け
ど
、
そ

の
人
た
ち
の
代
わ
り
に
郵
便
局
の
配
達

の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
だ
よ

ね
。
学
校
に
行
っ
て
出
席
簿
を
出
し
た
後

に
、
早
退
し
て
郵
便
局
に
行
っ
て
ね
。
自

転
車
で
佐
幌
６
号
道
路
（
道
々
帯
広
新
得

線
）
か
ら
上
の
地
区
を
全
部
配
達
し
て
た

の
さ
。現
在
の
戸
数
の
３
倍
は
い
た
よ
ね
」

と
当
時
の
こ
と
を
振
り
返
る
。

　
湯
浅
さ
ん
が
23
歳
く
ら
い
の
時
に
父
親

が
郵
便
局
で
働
い
て
い
た
が
、
母
親
と
一

緒
に
牛
２
、３
頭
で
酪
農
を
始
め
た
。

時
も
働
い
た
し
、
勉
強
も
た
く
さ
ん
し
た

ね
」
と
話
す
。

　
昔
か
ら
体
を
動
か
し
た
り
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
の
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
が
、
ゴ
ル

フ
や
ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー
な
ど
を
始
め
た
の

が
還
暦
を
過
ぎ
て
か
ら
の
よ
う
で
、「
60

歳
の
還
暦
の
お
祝
い
に
息
子
達
が
ゴ
ル
フ

セ
ッ
ト
と
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
一
式
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
く
れ
て
ね
。
何
年
間
か
寝
か
せ

て
た
ん
だ
け
ど
、
そ
の
当
時
の
斉
藤
敏
雄

町
長
に
ス
キ
ー
や
る
べ
っ
て
言
わ
れ
て
始

め
た
の
さ
。
２
年
間
は
苦
労
し
た
な
ぁ
。

今
年
も
10
本
く
ら
い
は
滑
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
よ
。
ゴ
ル
フ
も
や
っ
た
な
ぁ
。
今

は
す
っ
か
り
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
な
っ
た
け

ど
ね
。
今
日
も
山
菜
穫
り
し
て
牛
舎
周
り

の
草
刈
り
を
し
て
か
ら
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に

行
っ
て
来
た
と
こ
ろ
な
ん
だ
よ
。
今
で
も

ジ
ッ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
の
さ
」
と
笑
い

な
が
ら
話
す
。

　
「
ス
キ
ー
で
も
ゴ
ル
フ
で
も
な
ん
で
も

そ
う
な
ん
だ
け
ど
、
や
っ
て
み
よ
う
と
い

う
挑
戦
す
る
気
持
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。

本
当
に
楽
し
く
人
生
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
る
よ
。
も
ち
ろ
ん
辛
い
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
っ
た
し
、
簡
単
じ
ゃ
な
か
っ
た

し
、楽
し
い
こ
と
ば
か
り
じ
ゃ
な
か
っ
た
。

議
員
時
代
も
含
め
て
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を

さ
せ
て
も
ら
っ
た
け
ど
、
人
と
の
出
会
い

の
大
切
さ
や
自
分
に
与
え
ら
れ
た
責
任
を

ど
う
果
た
し
て
い
け
る
か
と
い
う
の
を
考

え
な
が
ら
頑
張
っ
て
や
っ
て
こ
れ
た
と
思

う
。
そ
れ
も
こ
れ
も
女
房
を
含
め
、
周
り

の
み
ん
な
に
助
け
て
も
ら
っ
た
か
ら
こ
そ

だ
よ
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
よ
」
と
感
慨

深
く
話
さ
れ
た
。

こ
こ
ま
で

や
っ
て
こ
れ
た
の
は

人
と
人
の
縁
と

周
り
の
人
の
協
力

No.402

　

平
成
25
年
は
町
制
施
行
80
年
、
昨
年
は
東

根
市
と
の
友
好
都
市
提
携
か
ら
20
年
の
節
目

を
迎
え
歴
史
の
重
み
、
先
人
の
方
々
の
労
苦

を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
が
、
５
月
に
同
じ

よ
う
に
歴
史
の
重
み
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
15
日
に
昭
和
17
年
１
月
か
ら
稼

働
を
始
め
た
岩
松
発
電
所
が
、
建
設
を
進

め
て
い
る
新
岩
松
発
電
所
へ
の
切
り
替
え
工

事
の
た
め
に
発
電
機
の
運
転
を
停
止
し
ま
し

た
。
73
年
４
ヶ
月
間
、
電
気
を
つ
く
り
続
け

地
域
の
生
活
を
支
え
て
き
ま
し
た
が
そ
の
役

割
を
終
え
ま
し
た
。
発
電
に
関
わ
っ
た
人
は

最
盛
期
で
800
人
位
は
い
た
と
の
お
話
も
あ
り

ま
し
た
。
新
し
い
発
電
所
は
12
月
に
は
試
験

運
転
が
始
ま
り
、
平
成
28
年
１
月
末
に
本
格

的
な
運
転
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
20
日
に
新
得
消
防
団
創
設
100
周

年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
得
消
防

団
は
明
治
44
年
に
町
民
有
志
に
よ
り
火
災
予

防
組
合
が
結
成
さ
れ
、
大
正
４
年
に
公
設
の

屈
足
消
防
組
の
認
可
を
受
け
て
正
式
に
活
動

を
開
始
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
消
防
団
員

は
生
業
を
持
つ
中
で
の
町
民
の
た
め
の
活
動

で
あ
り
、
改
め
て
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

24
日
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
歴
史
を
創
る
仕

事
が
あ
り
ま
し
た
。
北
海
道
庁
の
仲
立
ち
に

よ
り
町
と
「
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ

ろ
」
が
契
約
を
結
び
町
有
林
（
０
・
1
４
㌶
）

に
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
の
関
係
者
、
町
民
、
行

政
関
係
者
を
含
め
約
70
名
の
方
に
植
林
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
山
へ

の
関
心
の
高
ま
り
や
新
得
町
と
の
縁
が
深
ま

る
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、

こ
の
植
林
は
平
成
31
年
ま
で
毎
年
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
町
民
の
方
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
で
５
回
目
の
参
加
に
な
り
ま
す
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
５
」
が
全
国
一
斉
に

27
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
目
的
は
対
戦
チ

ー
ム
と
勝
敗
を
競
う
遊
び
心
を
取
り
入
れ
な

が
ら
毎
日
の
運
動
で
健
康
な
生
活
を
送
る
た

め
に
運
動
の
日
常
化
を
図
る
も
の
で
す
。
今

年
の
結
果
は
参
加
者
４
１
０
９
人
、
参
加
率

６
３・７
％
に
な
り
ま
し
た
。
対
戦
相
手
は

鹿
児
島
県
南
大
隅
町
（
参
加
者
４
６
７
２

人
、
参
加
率
５
７・
２
％
）
で
新
得
町
が
勝

利
を
し
ま
し
た
。
多
く
の
町
民
の
協
力
が
あ

り
ま
し
た
事
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
結

果
と
し
て
通
算
成
績
は
３
勝
２
敗
に
な
り
ま

し
た
。

　

南
大
隅
町
の
森
田
町
長
さ
ん
と
事
前
に
電

話
に
て
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
そ
の
折
り
に
、
こ
れ
を
契
機
に
少
し
ず

つ
で
も
北
と
南
の
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と

を
約
束
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町長室から
こんにちは

新得町長　浜 田 正 利

湯
ゆ あ さ

浅　亮
りょう

さん

（82 歳）
上サホロ区

バックの写真 :5 月 16 日、新得小学校で行われた「土曜授業」、４年生の調理実習の様子

　短　

歌

新
得
短
歌
会

春
便
り
八
十
八
夜
を
見
上
げ
れ
ば

　
　
今
の
使
命
は
新
風
起
こ
さ
せ　
と　
　

                                             

菊
地　
康
雄

　

会
館
の
掃
除
に
老
い
を
感
じ
つ
つ

　
　
汗
し
て
働
く
人
と
集
ひ
ぬ高

橋　
幸
子

連
休
の
終
わ
り
を
告
げ
る
葉
桜
を

　
　
見
上
げ
て
疲
れ
の
弥
増
す
ゆ
う
べ

樋
口
か
お
り

六
人
の
兄
姉
揃
ふ
も
法
事
な
れ

　
　
父
母
の
面
影
老
い
ま
す
ほ
ど
に

　
　
小
野　
洋
子

愛
し
さ
を
短
歌
で
詠
も
う
と
挑
め
ど
も

　
　
強
き
思
い
を
操
れ
ぬ
青
い
尻岡田

御
狸
裸

屈
足
短
歌
会

緑
こ
く
若
葉
の
隅
に
サ
イ
ロ
建
つ

　
　
母
家
は
風
化
桜
吹
き
過
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
場　
君
子

目
に
涙
辛
さ
ひ
ろ
ご
る
春
わ
さ
び

       

扉
開
き
ぬ
緑
の
季
節　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

                   

渡
辺　
征
子

池
の
面
に
い
く
重
に
散
り
込
む
こ
ぶ
し
花

　
　
強
き
風
吹
き
水
面
を
見
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
場
タ
カ
子

　俳　
句

新
得
俳
句
同
好
会

夏
風
邪
の
妻
へ
み
つ
葉
の
卵
と
じ

片
桐　
波
月

物
置
の
隅
に
亡
父
の
夏
帽
子

八
木　
育
子

山
独
活
や
形
見
の
す
り
こ
ぎ
味
噌
を
摺
る

　
　
　
　
　
　
高
橋　
民
女

赤
錆
の
眠
る
番
屋
の
風
光
る

　
　
　
　
　
　
大
崎
か
ず
お

父
母
に
先
ず
供
え
て
食
べ
る
蓬
餅　月井　

愁
峰

善
し
悪
し
を
片
目
で
覗
き
蕗
を
刈
る

西
川　
勝
仙

ウ
ォ
ー
ク
も
楽
し
桜
山
一
人
ゆ
く斉藤　

青
苔

窓
シ
ー
ト
外
し
て
庭
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

袴
田
ゆ
き
男

白
靴
や
遊
び
足
り
な
い
餓
鬼
大
将

　
　
　
　
　
　
　
中
島　
土
方

山菜穫りを楽し
む湯浅さん
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【
一
般
書
】

・大
雪
山
讃
歌　
　
　
　
（
高
澤
光
雄
）

・
日
本
百
名
山
ひ
と
筆
書
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
田
中
陽
希
）

・
家
族
と
い
う
病         （
下
重
暁
子
）

・
空
想
科
学
読
本
16   （
柳
田
理
科
雄
）

・
ト
コ
ト
ン
や
さ
し
い
食
品
添
加
物

の
本                      （
仲
村
健
弘
）

・
コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ
の
お
や
つ
め
し

                         （
コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ
）

・
過
ぎ
去
り
し
王
国
の
城

                            （
宮
部
み
ゆ
き
）

・
よ
く
わ
か
る
多
肉
植
物
の
育
て
方                  

                               （
田
辺
正
則
）

・
武
道
館                （
朝
井
リ
ョ
ウ
）

・
わ
た
し
の
神
様          （
小
島
慶
子
）

・
ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル   （
馳　
星
周
）

・
ラ
プ
ラ
ス
の
魔
女      （
東
野
圭
吾
）

・二
人
の
親
を
見
送
っ
て（
岸
本
葉
子
）

・
ト
ッ
ト
ひ
と
り          （
黒
柳
徹
子
）

・
103
歳
に
な
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と                                 

                               （
篠
田
桃
紅
）

【
児
童
書
】

・
天
井
か
ら
ジ
ネ
ズ
ミ   （
佐
伯
元
子
）

・
こ
ぐ
ま
の
ク
ー
ク
物
語
９

                            （
か
さ
い
ま
り
）

・つ
き
よ
の
く
ろ
て
ん（
手
島
圭
三
郎
）

・ニ
ン
ニ
ン
ジ
ャ
ー
か
ぞ
く（
の
ぶ
み
）

・
ま
、
い
っ
か
！         （
サ
ト
シ
ン
）

「
リ
バ
ー
ス
」　　
　
　
　

 

湊　
か
な
え

　

深
瀬
和
久
は
平
凡
を
絵
に
描
い
た

よ
う
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
趣
味
ら
し

い
こ
と
と
い
え
ば
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む

こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
縁
で
、
越
智
美
穂

子
と
い
う
彼
女
も
で
き
て
よ
う
や
く

自
分
の
人
生
に
も
彩
り
が
添
え
ら
れ

る
。
と
思
っ
た
矢
先
、
謎
の
告
発
文
が

彼
女
に
送
り
つ
け
ら
れ
た
。
そ
こ
に

は
た
っ
た
一
行
、『
深
瀬
和
久
は
人
殺

し
だ
』
と
書
か
れ
て
い
た
。
深
瀬
は
つ

い
に
、
自
分
の
心
に
閉
じ
込
め
て
い

た
、
あ
る
出
来
事
を
美
穂
子
に
話
し
始

め
る
。
全
て
を
聞
い
た
美
穂
子
は
、
深

瀬
の
も
と
を
去
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て

同
様
の
告
発
文
が
、
あ
る
出
来
事
を
共

有
し
て
い
た
大
学
時
代
の
ゼ
ミ
仲
間
に

も
送
り
つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
発
覚

す
る
。”
あ
の
件
”
を
誰
か
が
蒸
し
返

そ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
真
相
を
探
る

べ
く
、
深
瀬
は
動
き
出
す
。
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年齢：16 歳〜年齢不問  
勤務：ＡＭ6：00〜ＰＭ5：00（週 2～6 日、3～8 時間位） 
業務：①食鶏加工 Ａ）1,000 円〜1,500 円 Ｂ）950 円〜 

②梱包作業 900 円〜 ③清掃業務 800 円〜 

パートアルバイト募集 
食鶏処理加工場 
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めに！

〜有料広告を募集しています〜

おくやみ

　町や町の施設に
○松﨑　紘一（日の出会）
　公民館ロビー、町長室への展示用として写
真２点　　　　　　　　

横 尾 　 　 薫
小 澤 美 恵 子
白 石 　 繁 子
山 岸 　 美 晴
太 田 　 博 志
松 坂 　 竹 餘

（ 6 6 ）
（ 8 0 ）
（ 8 8 ）
（ 6 3 ）
（ 8 8 ）
（ 9 7 ）

5 / 5
5 / 6
5 / 1 5
5 / 1 7
5 / 1 9
5 / 2 7

つ つ じ ヶ 丘
昭 和 会
西 和 会
春 光 会
７ 区
３ ２ 区

　
北
海
道
と
新
得
町
の
人

事
交
流
に
よ
り
４
月
か
ら

役
場
に
２
年
間
の
期
限
付

き
で
派
遣
さ
れ
、
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
で
勤
務

す
る
北
海
道
職
員
の
嶋
倉

さ
ん
に
、
新
得
町
の
印
象

や
こ
れ
か
ら
の
抱
負
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

●
新
得
町
役
場
に
派
遣
さ
れ

る
前
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
か
？

　
虻
田
高
校
の
事
務
職
員
を
振

り
出
し
に
、
中
頓
別
高
校
の

事
務
職
員
、
釧
路
教
育
局
、
本

庁
、
檜
山
教
育
局
と
、
ず
っ
と

教
育
系
の
仕
事

を
し
て
い
ま
し

た
。
新
得
町
に

来
る
前
に
３
年

間
、
檜
山
教
育

局
に
い
た
の
で

す
が
、
道
立
高

校
の
予
算
・
施

設
管
理
や
小
中
学
校
に
対
す
る

会
計
事
務
の
指
導
な
ど
を
主
に

担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　
●
新
得
町
に
来
た
い
き
さ
つ

や
印
象
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
本
庁
で
勤
務
し
て
い
る
時
に

高
校
の
配
置
や
施
設
関
係
の
仕

事
等
を
担
当
し
て
い
た
経
緯
も

あ
っ
た
の
で
、
新
得
高
校
が
募

集
停
止
に
な
っ
て
、
こ
れ
か

ら
特
別
支
援
学
校
の
調
整
な
ど

の
業
務
が
あ
る
関
係
か
ら
私
が

派
遣
さ
れ
た
の
か
な
と
思
い
ま

す
。

　
十
勝
に
住
む
の
が
初
め
て
で

す
し
、
新
得
に
住
ん
で
ま
だ
２

ヶ
月
ぐ
ら
い
な
の
で
わ
か
ら
な

い
部
分
が
多
い
の
で
す
が
、
以

前
に
住
ん
で
い
た
江
差
町
と
比

べ
る
と
海
の
町
か
ら
山
の
町
で

す
か
ら

180
度
違
う
で
し
ょ
う
ね

（
笑
）

　
江
差
町
は
雪
も
少
な
か
っ
た

の
で
除
雪
を
し
た
記
憶
が
な
い

ん
で
す
よ
ね
。
冬
は
十
勝
に
は

「
十
勝
晴
れ
」
と
い
う
の
が
あ

る
み
た
い
だ
し
、
新
得
は
札
幌

よ
り
は
雪
が
少
な
い
と
聞
い
た

の
で
安
心
し
ま
し
た
。

　
昔
、
サ
ホ
ロ
ス
キ
ー
場
に
来

た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
冬
に
な

っ
た
ら
行
っ
て
、
ス
キ
ー
を
楽

し
み
た
い
で
す
ね
。

　
新
得
町
は
、
体
育
施
設
や
文

化
施
設
が
揃
っ
て
い
る
な
ぁ
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

ね
。
そ
れ
と
温
泉
が
町
内
や
近

隣
に
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
こ

れ
か
ら
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と
温
泉

巡
り
な
ど
し
て
い
き
た
い
で

す
。

●
役
場
で
働
い
て
み
て
の
印

象
は
？　

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
の
距
離

感
が
凄
く
近
い
な
と
感
じ
ま

し
た
。

　

若
い
職
員
も
多
い
の
で
職

場
の
雰
囲
気
も
明
る
く
て
、
と

て
も
良
い
で
す
ね
。
お
世
辞

と
か
じ
ゃ
な
く
て
本
当
で
す

よ
（
笑
）

　
お
酒
を
飲
む
の
が
好
き
で
、

直
属
の
上
司
も
好
き
な
方
な

の
で
、
よ
く
連
れ
て
行
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

札
幌
に
妻
と
子
ど
も
２
人

を
残
し
て
単
身
赴
任
し
て
い

る
の
で
、
仕
事
が
終
わ
っ
て

家
に
帰
る
と
、
簡
単
な
お
つ

ま
み
作
っ
て
テ
レ
ビ
を
見
な

が
ら
寂
し
さ
を
紛
ら
わ
す
た

め
に
お
酒
を
飲
ん
で
ま
す（
笑
）

●
趣
味
・
特
技
は
何
で
す
か
？

　

ド
ラ
イ
ブ
や
小
旅
行
が
好

き
で
す
。
あ
と
は
ラ
ー
メ
ン
が

好
き
で
良
く
食
べ
歩
い
て
ま

す
。
休
日
に
は
、
家
族
が
新

得
に
来
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

町
内
や
十
勝
管
内
を
い
ろ
い

ろ
と
巡
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

●
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
仕
事
の
面
で
は
、
北
海
道
か

ら
派
遣
さ
れ
て
来
た
使
命
が
あ

る
の
で
町
民
の
皆
さ
ん
と
積
極

的
に
対
話
を
し
な
が
ら
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
課
題
の
解
決
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
は
町
内
や
十
勝
管
内

の
食
や
祭
り
な
ど
を
満
喫
し
た

い
で
す
ね
。

　スピード感を
もって課題解決
し自分の使命を
果たしたい

嶋倉　一寿 さん

しまくら　かずひささん

昭和 48年 8月生まれ（41歳）
札幌市出身

平成９年４月北海道庁に入庁し、
胆振管内の虻田高校事務職員を振
り出しに、道内の高校や本庁、檜
山教育局などで勤務。
平成 27年４月から教育委員会学校
教育課に派遣。

　

広
報
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
か
ら
「
広
報
し

ん
と
く
５
月
号
」
を
読
ん
だ
感
想
・
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
今
月
の
特
集
に
つ
い
て
、「
真
の
学
力
」

に
？
で
す
。
そ
も
そ
も
学
校
教
育
に
携

わ
る
方
々
に
失
礼
で
す
。
全
町
教
育
の

読
み
物
も
そ
う
で
す
が
、
ス
ロ
ー
ガ
ン

が
P
T
A
寄
り
で
不
快
感
が
あ
り
ま
す
。

▼
行
間
や
配
置
に
丁
寧
さ
を
感
じ
ま
す

が
、
表
紙
の
白
抜
き
文
字
が
見
え
に
く

い
で
す
。

広報モニターからの声
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 子育て相談（なかよし）10：00

木 日

木

金

土

水

木

火水

土

日

月

火

水

金

土

月

火

水

木

金

土

日

月

金

日

月

火

水

 新得わすれん塾（なごみ）9：00
 健康・栄養相談（なごみ）10：00
 サホロ湖釣り解禁（9/30まで）

 

木

 

金

 

 

 

 

 

 新得わすれん塾（なごみ）9：00
 健康・栄養相談（なごみ）10：00 

 

 夏の交通安全運動（～20日）

77

 

　

 屈足保育園夏の夕べ　18：30
 平成27年度北海道消防操法大会
 （屈足消防団出場）

 

 

 

 

 
　

  

 乳幼児相談（なごみ）13：00

 介護・ものわすれ相談（なごみ）9：00
 

 新得わすれん塾（なごみ）9：00
 健康・栄養相談（なごみ）10：00 

 育児の日
 第32回狩勝サマーロードレース大会
 （サホロリバーサイド運動広場）8：40

 
 

 屈足わすれん塾（屈足総合会館）9：00
 健康相談（屈足）10：00

 新得町戦没者追悼式（公民館）10：00
 にこにこタッチ（なかよし）10：15
 おはなし会（なかよし）15：15
 新得幼稚園七夕まつり18：00
 移動図書館車かりかち号運行

 新得保育所七夕交流会　18：30
 おはなし会（なかよし）15：15
 移動図書館車かりかち号運行

 くったりさわやかビールパーティー
 土曜おはなし会（図書館）14：00

 屈足わすれん塾（らら）9：00
 健康相談（屈足）10：00
 寿教室（公民館）10：00
 移動図書館車かりかち号運行

 屈足わすれん塾（らら）9：00
 健康相談（屈足）10：00
 

 寿教室（バス遠足）10：00
 健康相談（屈足）10：00
 移動図書館車かりかち号運行

 屈足わすれん塾（屈足総合会館）9：00
 健康相談（屈足）10：00
 寿教室（公民館）10：00

 乳幼児相談（屈足）10：00
 

 新得・屈足合同わすれん塾
 （焼き肉ハウス）９：００
 第101回新内ホールコンサート
 健康相談・栄養相談（なごみ）10：00

 新得わすれん塾（なごみ）9：00
 健康・栄養相談（なごみ）10：00
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◆平成 27 年 5月末の人口（　）は前月比：6,332 人（-29）　男：3,107 人（-16）　女：3,225 人（-13）　世帯数：3,359（-17）◆
※外国人住民を含めた数で掲載しています

７月の納期限は

27 日まで

固定資産税第２期、国民健康
保険税第１期、後期高齢者医療保険普通徴収第１期、介護保険料普
通徴収第１期、上・下水道使用料（６月〜７月分）

昨年の新得保育所七夕交流会

桶
お け や

屋　柚
ゆ ず き

騎くん
平成26年 11月 4日生まれ
パパ　雄介　ママ　華菜　

南進会

岩
いわさき

崎　蒼
そ ら

空くん
平成26年 11月 6日生まれ
パパ　清一　ママ　夢萌　

東進会

浅
あ さ い

井　昌
まさひろ

弘くん
平成26年 11月 19日生まれ
パパ　弘樹　ママ　愛　
一心の２会

宮
みやかわ

川　冬
と う ま

馬くん
平成26年 11月 27日生まれ
パパ　淳　ママ　千夏子　

公営会


